
単位数

ICT活
用

授業計画
【第14回】

昭和期の戦争

授業計画
【第8回】

江戸期の学問

授業計画
【第11回】

明治国家の進展

転換期の大正

授業計画
【第4回】

王朝国家への移行

授業計画
【第5回】

鎌倉新仏教の登場

授業計画
【第6回】

下戸上の時代

授業計画
【第9回】

幕末の動乱

授業計画
【第10回】

明治国家の形成

授業計画
【第7回】

近世の日向

授業計画
【第2回】

中国史書に見える倭国

授業の進め方
と方法

●板書とプリントによる講義形式を原則とする。●歴史は実証の学問であるので、史資料の活用を図る。●発問と応答、意見交換を
しながら進める。

授業計画
【第3回】

律令国家の成立

●各時代の特徴的な事象を取り上げ、地理的条件や世界史との関連に注意しながら、総合的に理解し、わが国の歴史の特色を考え
る。●地域の歴史を学び、宮崎への愛情を育む。

アクティブ
ラーニング

関連する科目 社会学

授業計画
【第1回】

記紀に見える日向

Minami　Kyushu　University　Junior　college　Syllabus
シラバス年度 2024年度 開講キャンパス 宮崎キャンパス 開設学科 国際教養学科

授業計画
【第12回】

日清戦争・日露戦争

授業計画
【第13回】

科目名称

科目コード

日本史 授業形態 講義

511135 2単位 配当学年 1 実務経験教員

担当教員名 佐藤　則夫

授業概要



●授業テーマについて、プリントを整理する（30分）。●指示に従いレポートを作成する（30分〜1時間）。

●歴史に学ぶ面白さに気づき、歴史に謙虚に学ぶ続けようとする態度を身につける。●興味関心のある歴史上の人物について調べ、
まとめ、自分の言葉で表現できる。●宮崎のよさを理解し、地域社会に貢献しようとする意欲を高める。

学修成果との関連 4.多文化・異文化に関する基本的知識を有する。

●前時間にプリントを配付するので、目を通し、可能な限り整理しておく（３０分）。

備考 なし

評価方法・基準

●授業での応答・まとめ　30%   ●レポート　30％　　●試験  40％

テキスト 必要に応じて配付する。

参考書 適宜、講義で紹介する。

授業時間外学習【予
習】

授業時間外学習【復
習】

授業の到達目標

課題に対する
フィードバック

●授業プリントの点検を必ず行って返却する。●レポート課題には評価をして返却する。

授業計画
【第15回】

経済大国への道


